
マタニティクラス  赤ちゃんとの生活編（ 母親学級 3 回目 ） 
生まれたての赤ちゃんの特徴            
  体重：約３０００ｇ  身長：約５０．０ｃｍ  体温：３６．５～３７．５℃    
 
 
                        
 
                        
                     
            
 
 
赤ちゃんとの生活  オ：おむつ交換 乳：授乳 
平日の生活スケジュールを考えてみましょう。今の生活との変化は…？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入していただきたい項目 
・ 赤ちゃんのこと（沐浴、睡眠、遊び） 
・ ママのこと  （ごはん、お風呂、睡眠、その他） 
・ パパのこと  （仕事の時間、ごはん、お風呂、睡眠、その他） 
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授 乳：１日 ８回以上 

おしっこ：１日 １０～20 回程度 

う ん ち：１日 ４～８回程度 

     黄～黄土色～緑色の顆粒が混じった便 

入浴方法：沐浴（生後１か月頃までが目安） 

体重増加：１日 ３０ｇ程度 

健康状態の見方：体温、顔色、機嫌、うんち、おしっこの回数 

母乳・ミルクの飲み具合 など 

＊普段の健康状態を知っておきましょう 

 

頭：すき間（大泉門）が 

開いている。 

首：まだ座っていないので

手で支えましょう 

手・足：ＭＷ型 
ひじとひざは曲げた状態 

おへそ：へその緒がついている 

おしり：かぶれやすい 







  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沐浴について 

 

沐浴前に確認すること 

 

準備するもの 

沐浴中 沐浴後 

・ベビーバス 

・洗面器 

・沐浴布 

・ガーゼ 

・石けん（沐浴剤でも可） 

・湯温計 

・お湯 

・バスタオル 

・おむつ 

・着替え（肌着、上着） 

・綿棒 

・保湿剤 

・爪切り（使用時のみ） 

沐浴のポイント 

回数 夏：１日１～２回 

冬：１日１回 

時間帯 ・授乳後３０分以上は空ける。 

・手伝いをしてもらえる時間帯 

・生活リズムを作るために、おおよそ決まった時間に行う。 

室温 １８～２３℃ 

お湯の温度 夏：３８～３９℃ 

冬：４０～４１℃ 

入浴時間 ５～１０分程度 

 

㉕おむつをつける。 

 テープは指が2 本入るくらいのきつさにする。 

 漏れ防止のために、ギャザーを外側に出す。 

㉔服を着る。（先におむつを軽く当てておく） 

 袖口をたぐって、袖に自分の手を通す。 

 通した手で赤ちゃんの手を握り、もう一方の手で 

 服を引くようにして袖を通す。 

  

㉖耳・鼻の水分を拭き取る。 

 赤ちゃんの頭をしっかり片手で固定する。 

 奥まで入れずに入口だけ綿棒をくるくる回す。 

㉗髪を整える。 

 くしやブラシを使い 

 なでるように整える。 

㉘爪を切る。 

 深く切りすぎないよう、 

 指の腹側から見て切る。 

おむつのたたみ方 

①おむつの前側から後ろ側に向けて、 

 丸めていく。 

②おなかのテープで固定する。 

沐浴中の観察ポイント 

性器 

・陰唇、陰茎、肛門周囲が 

 赤くないか。 

おへそ  

・化膿していないか。 

皮膚 

・皮膚が重なっている 

ところが赤くなって 

いないか。 

（脇、首、股関節、肘、膝） 

目 

・目ヤニが出ていないか。 熱はないか

(37.5℃以上） 

機嫌はいいか 

ぐったりしていないか 

授乳後 

３０分以上 

空いているか 

食欲はあるか 
下痢や嘔吐を 

繰り返してないか 

赤ちゃんのお世話実演動画のご紹介 

 

抱っこ、おむつ交換、沐浴、お着替えの実演動画が、 

公益財団法人母子衛生研究会の YouTube チャンネルに掲載されています。 

 

自宅でも産後の育児へのイメージづくりにご活用ください。 

【問い合わせ先】 

品川保健センター 品川区北品川 3-11-22 ℡）3474-2903 

大井保健センター 品川区大井 2-27-20  ℡）3772-2666 

荏原保健センター 品川区荏原 2-9-6   ℡）3788-7016 



沐浴の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①上着・肌着・おむつ・バスタオルの順で 

重ねておく。 

②服を脱ぐ。 

赤ちゃんの腕全体を持ち、服を引っ張るように 

 服を動かして、袖口から手を出す。 

③ベビーバスの近くに着替えなどを準備する。 

 肘でお湯の温度を確認する。 

 

⑤洗面器のお湯でガーゼを濡らして絞り、顔をふき取る。 

 目を拭くときは、ガーゼの面を変える。 

 

④沐浴布を体の上にかける。 

 片手（利き手でない方）で 

 首の後ろを支え、 

 もう一方の手（利き手）は 

 股の間からお尻を支えて 

 抱き上げる。 

⑥ガーゼで頭を濡らして、

石けんをつけて洗う。 

⑦ガーゼを濡らして、石けん分を洗い流す。 ⑧首を洗う。 

 

⑨胸を洗う。 

⑩腕を洗う。 

 脇から手まで 

手をくるくると 

回転させながら洗う。 

⑪手のひらを洗う 

 小指側から指を入れ 

 手のひらを開く。 

⑬足を洗う。 

 付け根から足先へ 

手をくるくると 

回転させながら洗う。 

⑫お腹を洗う。 

 

⑭からだを下に向ける（＊慣れないうちは仰向けのまま背中側に手を回して洗う。） 

 赤ちゃんの遠い側の脇に片手を入れ、体を支える。 

 反対側の手で頭を支えながら裏返す。 

 赤ちゃんの腕を洗っている人の腕に引っ掛けて、安定させる。 

お湯をかけて

あげると 

安心する。 

⑮背中を洗う。 ⑯上向きに戻す。 

 片手で首の耳の後ろをもって頭を支えて、 

 元の体勢に戻す。 

⑰股を洗う。 

男の子  

おちんちんの裏側に汚れが

たまりやすいため、 

袋状の陰嚢の裏まで洗う。 

 

女の子 

陰唇のヒダの間を 

前から後ろに 

向かって洗う。 

⑲かけ湯をする。 

  

⑳重ねておいたバスタオルでからだ全体を 

押し拭く。 

㉑頭側からバスタオルを 

 丸めるように外す。 

㉒お臍の消毒をする。 

 親指と人差し指でお臍を開き、 

綿棒で水分と汚れを取り、消毒する。 

㉓保湿をする。 

 保湿剤を手のひらで伸ばしてから、優しく塗る。 

⑱お尻を洗う。 

①目頭⇆目尻 

（どちらからでもＯＫ） 

②おでこ→鼻の下→あご 

 

① ① 

② ② 








